
 

 

 

２０２２（令和４）年４月２６日 

 

尼崎市 

阪神電気鉄道株式会社 

 

第１回脱炭素先行地域に尼崎市と阪神電気鉄道株式会社 

の共同提案事業が選定されました 
 

尼崎市（市長：稲村和美）と阪神電気鉄道株式会社（本社：大阪市福島区、社長：秦雅夫）は、

環境省が実施した第１回脱炭素先行地域の公募に共同提案で応募し、本日付けでこの提案が選定

されたことが環境省から公表されました。 
  
 

１ 提案のタイトル 

  阪神大物地域ゼロカーボンベースボールパーク整備計画 

～地域課題解決型！官民連携事業～ 

 

２ 提案事業の内容（詳細は別紙のとおり） 
   尼崎市南部に位置する阪神電車沿線エリアのうち、阪神タイガースファーム施設（２軍本拠

地）等を整備予定の小田南公園（公園未共用部分を含む）のほか、大物公園、大物川緑地、市

内の阪神電車の各駅について、徹底した省エネルギー化と再エネ設備の導入、電力の地産地消

等の取組みにより、民生部門（家庭部門及び業務その他部門）の電力消費に伴う CO2 の排出を

２０３０年度までに実質ゼロとするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 選定理由 

 脱炭素先行地域評価委員会において、以下の点が評価されました。 

  ・プロ野球球団と連携したスポーツによるまちづくり・観光振興・地域活性化と脱炭素の両立   

を目指した提案であり、実現可能性やアナウンス効果があること。 

・あわせて動線となる鉄道駅における脱炭素化や EV バスの積極的な導入を行うこと。 

 

以 上   
 

◀ 先行地域の整備後完成イメージ 

（北から見た図） 



 

【参考】 

〇脱炭素先行地域とは 

脱炭素先行地域とは、２０５０年カーボンニュートラルに向けて、民生部門（家庭部門 

及び業務その他部門）の電力消費に伴う CO2 排出の実質ゼロを実現し、運輸部門や熱利用

等も含めてそのほかの温室効果ガス排出削減についても、我が国全体の ２０３０年度目標

と整合する削減を地域特性に応じて実現する地域。 

環境省は、脱炭素先行地域を少なくとも１００か所を選定するとしている。 

 




